
は
じ
め
に

J-

S
O
X
の
本
番
年
度
対
応
が
本
格
化

し
、
各
企
業
で
は
内
部
統
制
の
設
計
評
価
、

運
用
の
評
価
が
積
極
的
に
す
す
め
ら
れ
て

い
る
。
自
社
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
や
シ
ス
テ
ム
に

関
す
る
統
制
状
況
を
総
点
検
し
、
統
制
上

の
弱
点
を
発
見
し
、
改
善
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
サ
イ
ク
ル
が
で
き
つ
つ
あ
る
と
い
う
点
で

は
、
内
部
統
制
へ
の
取
り
組
み
は
一
定
の
効

果
を
あ
げ
た
と
い
え
よ
う
。
だ
が
今
後
、
企

業
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
変
化
や
事
業
の

取
捨
選
択
な
ど
の
変
化
に
対
応
し
て
、
柔

軟
か
つ
低
コ
ス
ト
で
対
応
で
き
る
リ
ス
ク
管

理
の
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
と
な
り
、
な
お

か
つ
定
常
的
な
活
動
と
し
て
運
用
に
組
み

込
む
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

内
部
統
制
の

定
常
運
用
に
お
け
る
検
討
課
題

従
来
、
現
場
部
門
に
と
っ
て
業
務
プ
ロ
セ

ス
は
ひ
と
つ
で
し
か
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

監
査
部
、
内
部
監
査
部
門
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
部
門
な
ど
複
数
の
部
門
が
、
同
じ

業
務
プ
ロ
セ
ス
に
対
し
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
で

独
自
に
監
査
を
実
施
し
て
い
た
た
め
、
現

場
部
門
が
何
度
も
業
務
説
明
や
証
跡
提

出
な
ど
の
対
応
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
今
後
は
各
種
監
査
に
加
え
、
内
部

統
制
へ
対
応
す
る
た
め
に
更
な
る
負
荷
が

か
か
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、
今
後

継
続
的
に
発
生
す
る
組
織
、
業
務
、
シ
ス

テ
ム
変
更
の
度
に
各
種
文
書
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
負
荷
が
か
か
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

現
場
部
門
の
事
務
負
荷
を
低
減
す
る
た

め
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
関
係
各
部
が
連

携
し
、
従
来
縦
割
り
で
行
わ
れ
て
い
た『
リ

ス
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
プ
ロ
セ
ス
を
い
か
に
統

合
す
る
か
』は
、
重
要
な
検
討
課
題
の
一
つ

で
あ
る
。

一
方
で
、
J-

S
O
X
対
応
に
よ
っ
て
業

務
プ
ロ
セ
ス
や
I
T
統
制
の
整
備
状
況
が

可
視
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
業
務
プ
ロ
セ

ス
の
無
駄
や
、
事
業
拠
点
ご
と
の
統
制
レ
ベ

ル
の
ば
ら
つ
き
な
ど
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
そ
の

も
の
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
見

え
て
き
た
。
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
粒
度
を
合
わ

せ
て
可
視
化
し
て
み
る
と
、
類
似
の
業
務

を
行
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
思
っ
た
以

上
に
事
業
拠
点
ご
と
に
業
務
処
理
の
や
り

方
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
内
部

統
制
の
有
効
性
を
保
ち
つ
つ
、
内
部
統
制

対
応
コ
ス
ト
を
適
正
化
で
き
る
よ
う『
業
務

を
見
直
す
』こ
と
も
、
重
要
な
検
討
課
題

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

内
部
統
制
の
取
り
組
み
は
一
過
性
の
制

度
対
応
で
は
な
く
、
永
続
的
な
活
動
と
し

て
定
常
運
用
の
中
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
定
常
運
用

に
あ
た
り
重
要
と
考
え
ら
れ
る
こ
れ
ら
二

つ
の
検
討
課
題
に
つ
い
て
、
取
り
組
み
の
ポ

イ
ン
ト
を
記
述
す
る
。

一．
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

プ
ロ
セ
ス
を
い
か
に
統
合
す
る
か

●
変
更
管
理
プ
ロ
セ
ス
お
よ

び
イ
ン
フ
ラ
基
盤
の
整
備

変
更
管
理
プ
ロ
セ
ス
や
変
更
管
理
に
係

る
イ
ン
フ
ラ
基
盤
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
組
織
、
業
務
、
シ
ス
テ
ム
変
更
が
あ

っ
た
場
合
に
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
関
係

各
部
に
対
し
変
更
の
事
実
を
適
時
に
知
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フォーカス

リ
ス
ク
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
プ
ロ
セ
ス
の
統
合
と

内
部
統
制
対
応
コ
ス
ト
の

適
正
化

末
永
宣
之

ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
株
式
会
社

財
務
経
営
管
理
グ
ル
ー
プ
シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー



ら
せ
、
新
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
適
切
性
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
業
務
フ
ロ
ー
、
業
務
記

述
書
、
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
監
査
計
画
な
ど

の
各
種
文
書
を
漏
れ
な
く
一
斉
に
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
メ
ン
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
の
向
上
に
よ
り
、
変
更
に
か
か
る
事

務
負
荷
の
低
減
効
果
が
期
待
で
き
る
。

●
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
情
報
の
一
元
管
理

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
粒
度
を
揃
え
、
プ
ロ
セ

ス
を
特
定
す
る
た
め
の
共
通
キ
ー
項
目
を

持
っ
た
統
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
こ

と
で
、
業
務
で
使
用
す
る
証
跡
や
、
内
部

統
制
で
発
見
さ
れ
た
欠
陥
、
会
計
監
査
で

受
け
た
指
摘
事
項
、
内
部
監
査
部
門
が
把

握
し
て
い
る
事
務
ミ
ス
の
発
生
し
や
す
い

箇
所
な
ど
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
関
係
各

部
が
持
つ
情
報
を
一
元
管
理
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。

リ
ス
ク
管
理
情
報
を
一
元
管
理
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の

全
社
的
、多
面
的
な
発
生
原
因
の
検
証
や
、

リ
ス
ク
管
理
デ
ー
タ
同
士
の
相
関
分
析
の

実
施
が
可
能
と
な
る
な
ど
、
リ
ス
ク
管
理

を
高
度
化
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
リ

ス
ク
低
減
へ
の
寄
与
が
期
待
で
き
る
。

●
過
去
事
例
デ
ー
タ
の
蓄
積
と
活
用

内
部
統
制
の
欠
陥
や
改
善
の
履
歴
、
リ

ス
ク
事
象
や
事
故
事
例
と
対
策
、
監
査
の

指
摘
事
項
と
改
善
結
果
な
ど
を
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
化
す
る
こ
と
で
、
過
去
に
起
き
た
類

似
事
象
の
発
生
原
因
の
分
析
結
果
や
改
善

結
果
を
好
事
例
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
時
系
列
で
デ
ー
タ

を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
特
定
の
事
象
の

発
生
確
率
の
高
ま
り
な
ど
の
傾
向
値
を
把

握
す
る
、
典
型
的
に
発
生
し
て
い
る
事
象

を
捉
え
て
類
似
プ
ロ
セ
ス
に
関
わ
る
部
署

へ
一
斉
改
善
通
達
を
行
う
、
あ
る
い
は
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
教
材
と
し
て
事
後
活
用
す
る
、

な
ど
と
い
っ
た
デ
ー
タ
の
二
次
的
な
活
用

も
考
え
ら
れ
る
。

二．
業
務
見
直
し
に
よ
る

内
部
統
制
対
応
コ
ス
ト
適
正
化

●
業
務
標
準
化

業
務
プ
ロ
セ
ス
を
横
並
び
で
比
較
し
、

特
定
重
要
顧
客
へ
の
個
別
対
応
や
国
別
の

商
慣
習
の
違
い
へ
の
対
応
な
ど
の
事
業
特

性
に
よ
る
制
約
を
除
い
た
後
の
業
務
プ
ロ

セ
ス
を
標
準
化
し
、
類
似
業
務
プ
ロ
セ
ス

を
共
通
化
す
る
。
業
務
プ
ロ
セ
ス
中
の
リ

ス
ク
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
意
識
し
な
が
ら
業

務
の
標
準
化
、
共
通
化
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
内
部
統
制
の
有
効
性
を
保
ち
つ
つ
業

務
効
率
化
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

キ
ー
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
業
務
を
標
準
化
し
、

共
通
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
内
部
統
制
の

運
用
評
価
に
か
か
る
工
数
が
削
減
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。

●
自
動
化

現
在
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
行
っ
て
い
る
キ
ー
・
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
業
務
を
シ
ス
テ
ム
化
す
る
こ
と
を

検
討
す
る
。
シ
ス
テ
ム
化
に
よ
る
業
務
の
自

動
化
、
省
力
化
を
図
る
と
と
も
に
、マ
ニ
ュ
ア

ル
統
制
を
I
T
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
統
制
に

置
き
換
え
、マ
ニ
ュ
ア
ル
・
キ
ー
・
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
減
ら
す
こ
と
で
、
運
用
評
価
に
か
か

る
工
数
の
低
減
を
図
る
。

●
役
割
の
最
適
化

関
連
会
社
を
含
め
て
類
似
プ
ロ
セ
ス
を

切
り
出
し
、
シ
ェ
ア
ー
ド
・
サ
ー
ビ
ス
化
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
対
象
会
社
に
対
す
る
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
範
囲
を
広
げ
、
一
定
水
準
の
統
制

を
効
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
ビ
ジ

ネ
ス
・
プ
ロ
セ
ス
・
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス（
B
P
O
）

の
利
用
に
よ
っ
て
、
一
定
基
準
の
統
制
が
担

保
さ
れ
て
い
る
外
部
資
源
を
有
効
に
利
用

す
る
こ
と
も
一
案
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
お
い

て
も
、
内
部
統
制
に
か
か
る
プ
ロ
セ
ス
の
集

約
化
、
外
部
化
に
よ
る
統
制
品
質
の
担
保

お
よ
び
コ
ス
ト
効
率
の
向
上
が
見
込
ま
れ

る
。

ま
と
め

業
務
の
可
視
化
、
運
用
の
整
備
状
況
評

価
お
よ
び
発
見
さ
れ
た
欠
陥
の
改
善
な
ど

が
ひ
と
段
落
着
い
た
今
、
定
常
運
用
に
向

け
て
、
内
部
統
制
へ
の
対
応
コ
ス
ト
が
経
営

の
重
い
足
枷
と
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

有
効
性
・
効
率
性
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
内

部
統
制
の
維
持
向
上
へ
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
現
状
縦
割
り
で
行
わ

れ
て
い
る
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
プ
ロ
セ
ス

を
い
か
に
統
合
す
る
か
、
ま
た
、
あ
わ
せ
て

業
務
を
見
直
す
こ
と
に
よ
り
内
部
統
制
へ

の
対
応
コ
ス
ト
を
適
正
化
す
る
余
地
が
な

い
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
で

あ
ろ
う
。
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